
令和3年4月～ ルートの決定に向けた現地確認、走行環境の整備
・事務局でルートを実走し、ルートの課題等を確認
・各市町、観光協会、警察を含む関係機関とルート
決定に向けた協議を実施

・三方五湖周辺で矢羽根等路面表示を整備
（12～3月）

令和3年11月25日 専門家による走行環境の現地視察・意見交換会を実施
<専門家一覧>
・髙橋 幸博氏（㈱ARCH 代表取締役社長）※
・山中 英生氏 ※
（徳島大学大学院 社会産業理工学研究部理工学域 教授）

・矢部 拓也氏（徳島大学総合科学部 教授）
・吉田 長裕氏
（大阪市立大学大学院工学研究科 准教授）

・吉村 朋矩氏
（福井工業大学工学部 准教授）

※髙橋氏および山中氏は、国土交通省 自転車活用推進本部
ナショナルサイクルルート認定制度 選考委員

〇ルート、走行環境について

令和３年度の取組みについて


